子どもの言葉から心の育ちを探る (2) : 役割取得能力に着目して by 大北 理津子 & Ritsuko Ohkita










Exploring Mental Development from the Aspect of Children’s Words (2)









































































































































































































































































































































































10）谷田貝公昭編集代表（2017）「新版 保育用語辞典」一藝社 p. 98
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改めて感じた。古賀（2016）は「子どもと大人が共
に自己と他者をめぐる具体的な状況のなかで、揺れ
動き、葛藤し、時に向き合えず、折り合えない日々
がありながら、それでも何とか向き合おうとするこ
とを通して、人と共に生きる力として、社会情動的
スキルが育まれる16)」と述べている。これは、単な
るスキルの獲得に向けての援助ではなく、子どもと
保育者が互いに人格を持った人間として向き合うこ
とで育まれるものであり、養護的側面と教育的側面
が一体となった「保育」だからこそ醸成されるもの
と感じる。「役割取得能力」も社会情動的スキルの
要素を成すものと捉え、葛藤場面における個別具体
的なかかわりについて洞察を深めていきたい。
子どもの言葉にはʠ今ʡの発達が映し出されると
同時に、その時々の心模様が投影されていることを
覚える。それゆえに、語彙数にかかわらず子どもの
言葉を文脈として捉えることも必要ではないだろう
か。今後は発達的観点を持ちながら、子どもの言葉
を文脈として紐解き、心の育ちを探ることも課題と
したい。
〈付記〉
本論文は日本保育学会第73回大会でのポスター発表「子
どもの言葉から心の育ちを探るⅡ」（大北理津子）をもと
にしている。
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